
令和６年度　施策評価シート

45

　平成２５年度の事業開始以降、船着場の利用回数は増加傾向で推移してきた。区内５か所の船着場のうち、利用の大
半は吾妻橋、おしなり公園の両船着場である。
　吾妻橋船着場は、水上バスと屋形船の利用が半々であり令和元年度まで認知度の向上に伴い利用回数の増加を続
けてきたが、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い船着場の利用が激減した。
　また、おしなり公園船着場に関しては、開業当初は、吾妻橋船着場を上回る利用回数であったが、年数を経るごとに
利用回数は減少している。
　令和５年度からコロナの５類移行に伴い船着場の利用回数が増加し、令和５年度後半は、コロナ前の水準まで利用回
数が回復している。
　今後は、周辺観光資源との連携を図るとともに、申請事務のオンライン化を図り、より使いやすい船着場の検討を進め
る必要がある。

R5 15,480

　多くの人がすみだを訪れ、にぎわいのあるまちの創出に必要な船着場であるため、船着場利用者が安全・快適に施設を
利用できるよう適切に維持管理する必要がある。

４　今後の施策の運営方針

【今後の具体的な方針】

施策の戦略的方向性

(１)　優先的に資源投入を図る。

(２)　現状維持とする。

(３)　現状維持だが、より効率的な運営を図る。

(４)　資源投入の縮小を図る。

評価結果

３ 施策の評価及び判断理由

評価

Ｃ
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33

区が後援・共催した民間主体の観光関連事業件数

理由

　船着場の利用回数と管理経費が比例するために、受益者負担の原則を捉えながら、効率的な維持管理方法を提案
する必要がある。
　現在、東京都等の船着場を管理する他団体と受付のオンライン化について協議を行うとともに、庁内でのＤＸの活用
によるオンライン化を実現すべく検討を進め管理費用の削減を図っていく。

【上記の判断理由】

○

指　標　名

基準年(H28)

施策 122 区内の観光資源や様々な活動を連携させ、楽しめるまちをつくる

施策の目標

基準年(H28) H29 H30 R1

―

基本目標

政策 120 すみだの多彩な魅力を内外に発信し、成熟した国際文化観光都市をつくる

R2 R3 R4 R5 R6 R7H30 R1H29

指　標　名 観光資源データベース登録数

「すみだ」らしさの息づくまちをつくるⅠ

　区内に点在する観光拠点・資源や地域の様々な活動を連携させることにより、まちとしての魅力が向上す
るとともに、新たな「コト」に取り組む多くの人が集まり、まちが賑わっています。

１ 基本計画における成果指標の状況

実績 27

1500

1400

総事業費推移（千円）

目標

実績

２ 目標と現状(実績)についての分析及び総事業費推移

指標の推移・施策の課題や問題点について記述

R2 R3 R4 R5 R6 R7
目標

R4

R3

13,746

5,479

　令和３年度から産業観光部観光課が社会実験を行っている小梅橋船着場の検証結果も参考として、今後の観光舟運の
活性化と船着場の管理方法について検証し、適宜改善を図っていく。
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番号
人コスト
（千円）

歳　出
総　額

（千円）
事務事業名

3

2

1 船着場維持管理事業費 15,480 8,512

５　この施策に係る事務事業（重要度・貢献度順）                     

23,992

目的に対する指標

年度目標値

年度実績値

直近の評価内容

評価結果

評価対象年度

改善・見直しのうえ継続

令和５年度

9,800

7,199

歳　出
決算額

（千円）



施 策 122

事 業 名

根 拠 法 令
関 連 計 画
実 施 基 準 実施方法 一部委託

事 業 内 容

終了予定

議 会 質 問
の 状 況

そ の 他
特 記 事 項

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

18,575 17,619 7,632 14,019 16,034 18,159

17,722 10,557 5,476 13,746 15,480 18,159

11,093 1,170 1,013 3,147 5,169 4,961

6,629 9,387 4,463 10,599 10,311 13,198

95.4% 59.9% 71.8% 98.1% 96.5% 100.0%

8,179 8,512

17,722 10,557 5,476 21,925 23,992

都
その他

財 源

都市整備課都市整備・河川担当

03-5608-6294

対 象 者 　船着場利用者

A.決算額（令和６年度は見込み）

目 的
　これまで防災活動や公共の目的のみに活用してきた船着場を旅客船等に一般開放す
ることで、国際観光都市すみだの魅力の向上と水辺空間を活用したうるおいのあるまち
づくりの推進を図る。

人員体制・委託先 常勤１・公益財団法人　東京都公園協会

主管課・係（担当）

平成25年度

[平成３０年１定]　水辺ラインの船着場使用料について
[令和４年３月]　　船着場使用料を半額にすることについて

　隅田川（両国地区）で同様な船着場を管理する東京都は、船着場使用等に関する申請のオンライン化促進のため
令和６年度及び７年度も昨年度に引き続き使用料減額措置を実施している。
　墨田区においても、利用者の利便向上と業務の効率化を進めるため、船着場に関する各種申請のオンライン化を
検討する必要がある。

予算・決算額推移（単位︓千円）
予算現額（事業費）

国

執行率（％）
一般財源

区内の観光資源や様々な活動を連携させ、楽しめるまちをつくる 部内優先順位

船着場維持管理事業費 1

　主な船着場の使用回数

　河川法令、墨田区船着場条例・同施行規則

　防災活動や公共の活用目的のみで使用していた船着場を墨田区船着場条例に従って旅客船などに一般開放す
る。
　区内船着場5か所（吾妻橋、おしなり公園、平井橋、立花六丁目、東墨田二丁目各船着場）
【使用料】

※舟運事業者の支援と観光舟運活性化のため、Ｒ5年度末まで船着場使用料減額（半額）措置を実施していたが、Ｒ6
年度から通常の船着場使用料に戻している。

開始年度 なし

経 過

区独自基準

予算書P（令和６年度） P218

B.人コスト
総事業決算額（A+B）

執行実績報告書P（令和５年度） P159

１日１回使用する場合 １日２回以上使用する場合

定員１２人以下 ６００円 ４５０円

定員１３人以上２５人以下 １，０００円 ７５０円

定員２６人以上４４人以下 ２，０００円 １，５００円

定員４５人以上 ５，０００円 ４，０００円

１隻につき１回当たりの使用料
船舶の種類



節 金額 節 概要 金額 節 概要 金額

需用費 133 需用費 電気料・消耗品 112 需用費 電気料・消耗品 193

役務費 84 役務費 通信運搬費 138 役務費 通信運搬費 421

委託料 10,477 委託料 船着場管理・点検 14,945 委託料 船着場管理・点検 17,045

工事請負費 3,053 工事請負費 補修工事 286 工事請負費 補修工事 500

指　標 単　位 回

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 Ｒ1
目標 7,000 7,000 7,000 7,000

実績 4,649 4,276 4,528 4,960

R2 R3 R4 R5 R6 R7
目標 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000

実績 1,194 1,122 2,371 3,359

指　標 単　位 千人

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 Ｒ１
目標 9,800 9,800 9,800 9,800

実績 9,176 8,142 8,212 7,469

R2 R3 R4 R5 R6 R7
目標 9,800 9,800 9,800 9,800 9,800 10,000

実績 2,459 2,016 4,027 7,199

施設整備・補修工事

通信運搬費

船着場管理・点検

　船着場の利用を促進することで、区内観光回遊性が向上し、魅力あるまちを創出することができることから、舟運活
性化が観光客の増加につながると考えられるため。

　観光客の流入増加を促進するためには、区外からの来街が期待される吾妻橋船着場・おしなり公園船着場の使用
回数を増加させる必要があるため。

目 的 に
対する指標
(成果指標)

区内を訪れる観光客数

10,000 Ｒ７

指標の選定理由及び目標値の理由

課題・問題点
　令和元年度から、新型コロナウィルス感染症の影響を受け、観光舟運の利用者が激減した。舟運事業者からは支援
対策を要望され、令和2年9月から令和6年3月31日まで、船着場の使用料を半額にする措置を実施している。
　令和6年度からは船着場の利用がコロナ前の状況に戻ってきたことから通常の使用料としている。
　コロナ後の船着場の活用について周辺の観光資源との連携を図るとともに、船着場の利用に関して利用者の利便を
向上させるよう手続きのオンライン化を検討する必要がある。

手 段 に
対する指標
(活動指標)

船着場使用回数（吾妻橋船着場・おしなり公園船着場）

10,000 Ｒ７

指標の選定理由及び目標値の理由

概要

予算・決算の内訳（単位︓千円）
令和５年度（決算） 令和６年度（予算）

改善・見直しのうえ継続

令和４年度（決算）

電気料・消耗品

　船着場の利用を増加させるため、船着場周辺の観光資源の開発や舟運その
ものの観光上の魅力を増進し、多くの観光客を区内に誘導して、うるおいのあ
るまちづくりを図っていく。

評価結果 評価についての説明・今後の方向性等

事 業 の
成 果


